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学校/学級別解答状況整理表（S-P表）の活用方法について

S-P表の概要

児童生徒の個人番号は，正答数の多い順に，上から下へ並べたもの。
問題番号は，全国正答率の高い順に，左から右に並べたもの。
個人番号と問題番号が交差する欄には，全国学力・学習状況調査の各設問の解答類型を，誤答の場合
には色付きセルで記入したもの。

各設問について，表の左からそれぞれの児童生徒の正答数だけマス目を数えたところに，区切りの線
を書き入れ，全ての児童生徒の区切りの線と結ぶとＳ曲線（青）が出来上がる。

各設問について，表の上からそれぞれの設問の正答数だけマス目を数えたところに，区切りの線を書
き入れ，全ての設問の区切りの線と結ぶとＰ曲線（赤）が出来上がる。なお，全国正答率を赤点線で
表示している。

S曲線の位置からは児童生徒の達成水準が，形からは達成度の分布を読み取れる。
P曲線の位置からは調査問題の正答率が，形からは設問毎の難易度がわかる。
S曲線とP曲線の形状や離れ具合を見ることで全体の課題がわかる。

Ｓ－Ｐ（エス・ピー）表とは，全国学力・学習状況調査の結果を，学校や学級単位で，縦と横が
それぞれ児童生徒（S：Student）と設問（P：Problem）の正答数の多い順に並べ替えた表の中に，
Ｓ曲線（青）とＰ曲線（赤）を書き入れたものであり，これを活用することにより，平均正答率だ
けでは把握できない，学校や学級全体の課題の傾向や，個々の児童生徒が理解していない可能性が
高い設問を見つけ出すことができる。

S-P表の見方 （別紙「S-P表の見方」参照）
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学校/学級別解答状況整理表（S-P表）の活用方法について

活用方法

①全国的な傾向との比較
②学校・学級ごと、児童生徒ごとの「重点的に指導すべきと考えられる設問」の把握
等により，学習上の課題を明らかにし，教育指導の改善・充実に活用

③「重点的に指導すべきと考えられる設問」の把握例：
S曲線（青線）より右側の誤答（燈色セル）に着目

→当該児童生徒にとって難解だったと考えられる設問であり，
一人一人の児童生徒に対し，見直し・復習などの指導を行う
ことが有効と考えられる設問

②「重点的に指導すべきと考えられる設問」の把握例：
S曲線（青線）より左側の誤答（黄色セル）に着目

→当該児童生徒にとって比較的正答が容易だったと考えられ，
不注意による誤答や比較的克服が容易なものと想定される設問

①全国的な傾向との比較例：
P曲線（赤実線）が全国平均（赤点線）より上にある設問に着目

→当該学校・学級の正答人数の割合が，全国正答率よりも低かった設問
（誤答内容からどこでつまずいているかに注目し分析することが重要）



学校／学級別解答状況整理表（S-P表）の見方について

左から右へ，全国正答率の高い順に問題番号を記載

※数字は解答類型（“０”は無解答）

※色付きセルは誤答（無解答含む）

※線が重なった場合は，以下の順で優先して表示される
縦線：青線＞赤線＞赤点線
横線：赤線＞赤点線＞青線
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全国正答率
※小数点第１位を四捨五入して表示

Ｐ曲線：
問題ごとに，上から数えて当該学校／学級の正答
人数の数にあたる所を結んだ線

例）該当設問の正答人数が「９名」なので，上
から９人目のところに横線が引かれる

Ｓ曲線：
児童生徒ごとに，左から数えて当該児童生徒の
正答数の数にあたる所を結んだ線

例）該当児童生徒の正答数が「４問」なので，
左から４問目のところに縦線が引かれる

該当教科の全国正答率50%以上問題のうち，正答数が
2分の1以下だった児童生徒の人数及びその割合（％）

＜＞ 内は都道府県平均との差
（ ）内は全国（公立）平均との差

人数

23 18.1
＜ 5.1 ＞
（ 5.7 ）

高正答率分析対象

割合

別紙


